	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「新・中学保健体育の学習2年」知識の確認
保健編4章
教科書p.112～113　　　　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３　交通事故の防止


✐知識の確認　　しっかり理解できたものにチェック☑をつけましょう。
①安全な行動と危険予測
□交通事故を防ぐためには、（　　　　　　）を守って安全に行動することが必要です。
□自分の（　　　　）の状態、（　　　　）や気象などの周囲の状況、自分以外の人の
（　　　　　　　　　）や見ているもの、車両の（　　　　）などをつかみ、危険予測をして行動することが大切です。
②安全な環境づくり
□交通事故を防ぐには、信号機や道路標識の設置、交通（　　　　）の実施など、交通環境の（　　　　）が必要です。
□近年では、誰もがより（　　　　）で快適に通行できるようにするため、市街地や生活道路などで、（　　　）を優先した交通環境づくりが進められています。
例えば、（　　　　　　　　　　）やゾーン30などがあります。
車両の整備と安全装備の使用
□車両の欠陥や（　　　　　　）は交通事故につながります。乗車する前には、車両の
（　　　　）・整備をすることが大切です。
□安全のための（　　　　）を正しく使用することも重要です。
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